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【研究プロジェクト名および概要】 

 

Ⅰ. ノックアウトマウスを用いた腎臓発生機構の解明 

 Sall1, Kif26, Dullard など腎臓発生に必須な遺伝子群を発見し、遺伝子欠失マウスを作成してその機能を

解析した (Development 2001, Proc Natl Acad Sci USA 2010, Nat Commun 2013, Dev Cell 2013, J Am Soc 

Nephrol 2013, 2014, 2015)。さらに新たな遺伝子の機能を解析することで腎臓発生機構の理解を目指す。 

Ⅱ. 多能性幹細胞からの試験管内腎臓誘導法の開発 

  発生期の腎臓に Sall1 陽性の多能性前駆細胞が存在することを証明し (Development 2006)、これを基盤

にマウス ES 細胞及びヒト iPS 細胞から腎臓前駆細胞を経て腎臓オルガノイドの誘導に成功した 

(Cell Stem Cell 2014, J Am Soc Nephrol 2016, Cell Stem Cell 2017)。また腎臓前駆細胞の増幅 

(Cell Reports 2016, Stem Cell Reports 2019)、遺伝性腎疾患の病態再現 (Stem Cell Reports 2018, J Am Soc 

Nephrol 2020)も実現した。さらに、高次構造を有する腎臓オルガノイド (Nat Commun 2022) と尿管オル

ガノイド（Nat Commun 2025）の作製を進めており、移植治療への展開を目指している。 
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【特殊技術・特殊装置】  

 

1.  ノックアウトマウス作成解析                  4.  腎臓の器官培養 

2.  ES/iPS 細胞からの腎臓オルガノイド誘導法      5. in situ ハイブリダイゼーション  

3.   ES/iPS 細胞の遺伝子組み換え技術             6.  シングルセルシークエンス  
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